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、
／
、
‐
グ
、
●
／
、
〃
Ｌ
、
ｒ
、
〃
Ｌ
ｊ
ｒ
、
〆
、
．
Ｆ
、
Ｊ
０
、
ザ
、
ｎ
Ｆ
、
／
、
ノ

「
自
分
に
甘
い
」
は
世
の
常
な
り

佃
豐
刃
力
部
下
と
面
談
時
の
心
得

！
！

い
瓢
実
を
突
き
付
け
れ
ば
、
当
人
も
頑

張
る
気
に
な
る
だ
ろ
う
」
、
そ
ん
な
風

に
簡
聴
に
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
中
間

管
理
職
層
が
評
価
結
果
を
伝
え
る
場
合
、

当
人
に
納
得
し
て
も
ら
う
の
は
至
難
の

業
で
す
。

「
当
人
の
自
己
評
価
と
一
次
評
価

（
仮
臓
化
矧
）
。
二
次
評
価
（
経
営
管
理

燗
）
は
、
一
致
し
な
い
の
が
当
た
り
前
」
、

そ
れ
を
痛
感
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

ぼ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ポ
ヤ
キ
は
、

低
評
価
を
受
け
る
中
高
年
社
風
に
共
通

の
も
の
と
い
え
ま
す
。

厳
し
い
社
内
競
争
に
勝
ち
残
っ
た
経

営
者
層
は
、
こ
う
し
た
繰
り
一
一
一
一
円
に
耳
を

貸
そ
う
と
し
な
い
で
し
ょ
う
。
「
結
果

が
す
べ
て
だ

、
グ
ミ
０
Ｊ
、
Ｉ
Ｆ
、
０
β
、
〃
凡 20Ｍ

。
数
字
が
上
が
っ
て
い
な

！



(2)

資格名称

し
か
し
、
各
等
級
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ

り
明
確
に
す
る
た
め
、
等
級
ナ
ン
バ
ー

と
別
に
、
資
格
呼
称
を
用
い
る
会
社
が

多
数
派
で
す
。
課
長
、
部
長
等
の
ラ
イ

ン
衾
訴
と
区
別
す
る
た
め
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

格
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
格
等
、
横
文
字

（
カ
タ
カ
ナ
）
名
を
冠
す
る
ケ
ー
ス
も

か
ら
い
え
ば
、

上
級
ま
で
、
》

む
は
ず
で
す
。

な
の
は
、
従
業
員
を
管
理
職
能
と
一
般

職
能
（
さ
ら
に
細
分
し
て
、
経
営
層
、

指
導
監
督
層
を
設
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
等
級
区
分
す

る
パ
タ
ー
ン
で
す
。
機
能
重
視
の
立
場

か
ら
い
え
ば
、
最
下
級
の
等
級
か
ら
最

上
級
ま
で
、
数
字
で
序
列
を
示
せ
ば
済

職
龍
轡
鍍
濁
蝉
虞
で
比
藤
崎
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

賃
塵
麗
一
務
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会
社
の
資
格
制
度
を
み
る
と
、
管
理
職

１
級
、
社
員
５
級
な
ど
機
能
主
義
一
点
張

り
の
名
称
を
用
い
て
い
る
パ
タ
ー
ン
が
比

較
的
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
歴
史
の

あ
る
会
社
で
す
と
、
参
事
や
主
査
な
ど
の

「
資
格
名
」
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
資
格
の
名
称
か
ら
、
曰

本
の
人
事
。
賃
金
制
度
の
歴
史
的
変
遷
が

み
え
て
き
ま
す
。

主
査
等
の
資
格
呼
称
が
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
８
ラ
ン
ク
制
の
例
を
一
つ
お
目

に
か
け
ま
し
ょ
う
（
別
掲
）
。
理
事
等

の
名
称
は
公
共
機
関
等
で
よ
く
利
用
さ

れ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
格
式
（
の
れ
ん
）

の
あ
る
企
業
で
も
借
用
さ
れ
、
さ
ら
に

一
般
企
業
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考

よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
歴
史
の
あ
る
業
界
・
会
社

等
で
は
、
住
々
に
し
て
理
事
。
参
事
。

歴
史
あ
る
名
称
も
残
る

機
能
一
辺
倒
と
両
極
化

一
般
的
に
は
、
「
長
年
の
功
績
の
蓄

積
」
を
考
慮
し
て
、
課
長
。
部
長
等
の

職
位
の
ほ
か
、
参
与
等
の
資
格
を
与
え

る
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

職
能
資
格
制
度
は
昭
和
加
年
前
後
か
ら

理
論
家
。
精
織
化
が
進
み
、
一
般
に
普

及
し
ま
し
た
。
昇
格
は
、
職
務
能
力
の

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
旧
来
型
資
格
シ
ス
テ
ム
の
連
用

方
法
は
、
各
社
に
よ
っ
て
マ
チ
マ
チ
で
、

資
格
の
上
下
関
係
（
順
位
）
が
違
う
場

合
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
参
事
等
は

職
位
な
の
か
、
資
格
な
の
か
、
は
っ
き

り
し
な
い
会
社
も
あ
り
ま
す
。

他
企
業
を
表
敬
訪
問
し
た
際
、
肩
書

だ
け
で
上
下
関
係
を
判
断
し
た
結
果
、

上
司
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
部
下
に
ペ

コ
ペ
コ
し
て
、
後
で
笑
わ
れ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
方
も
多
い
で
し
ょ

一
つ
。

的
運
用
は
変
わ
ら
ず
、
参
事
等
の
「
肩

垂
巳
に
高
い
給
与
を
払
い
続
け
る
ケ
ー

ス
も
散
見
し
ま
す
。
そ
う
し
た
現
状
を

打
破
す
る
た
め
、
平
成
ひ
と
ケ
タ
の
時

代
か
ら
改
革
が
進
め
ら
れ
、
現
在
も
よ

り
良
い
仕
組
み
を
求
め
て
、
探
究
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

向
上
に
対
応
す
る
も
の
と
定
義
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
参
事
等
の
名
称

は
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
る
に
至
っ
て

い
ま
す
。

別掲職群別資格制度のフレーム（例）新
し
い
資
格
制
度
を
入
れ
て
も
年
功

一般職監督指導層管理層部門経営層l鰭層
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判例

本
事
件
で
、
会
社
側
は
、
就
業
規
則

中
の
「
許
可
な
く
職
務
以
外
の
目
的
で

会
社
お
よ
び
取
引
先
会
社
等
の
施
設
、

車
輌
、
機
械
器
具
、
工
作
物
、
物
品
等

を
使
用
し
な
い
こ
と
」
と
い
う
規
定
に

違
反
し
た
と
主
張
し
ま
し
た
。
取
引
会

社
の
施
設
等
に
も
言
及
し
て
い
る
点
、

「
屯
輌
」
と
明
記
し
て
あ
る
点
な
ど
、

な
か
な
か
周
到
な
文
章
で
す
。

似
た
よ
う
な
規
定
は
、
ど
こ
の
会
社

車
輌
の
私
的
利
嫡
で
処
分

呈
刑
が
重
き
に
失
す
る

可
鈩
２
Ｃ
ｌ

『
『
牡
有
璽
を
弱
の
送
迎
に
使
用
仁
解
囑
風
ヅ

を
直
接
注
意
し
た
事
実
等
は
な
く
、

解
一
展
は
一
一
旱
一
Ｃ
に
失
す
る
」
と
述
べ
、

処
分
の
合
理
性
を
否
定
し
ま
し
た
。

会
社
の
施
設
・
備
品
等
の
私
的
利
用
は
、
珍
し
い
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
一
二
件
で
は
、
従
業
二
一
（
父
子
家
庭
）
が
社
有
車
を
子
供
の
保
育

園
送
迎
に
使
用
し
て
い
た
点
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
は
他
の
規

律
違
反
も
合
わ
せ
て
昔
通
解
雇
に
処
し
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
「
私
用

の
就
業
規
則
中
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。
し
か
し
、
会
社
か
ら
支
給

さ
れ
て
い
る
定
期
券
を
、
「
職
務
以
外
一

の
目
的
で
使
用
し
た
こ
と
の
な
い
従
業

員
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
、
個

人
の
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

｜
昔
前
は
、
会
社
の
電
話
を
使
っ
て
家

人
に
帰
宅
が
遅
れ
る
等
を
知
ら
せ
る
の

は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
黙

認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

甲
府
地
方
裁
判
所

Ｔ
社
事
件

（
平
別
・
３
．
灯
判
決
）
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木
事
件
で
は
、
そ
も
そ
も
社
有
車
の

私
的
利
用
は
噴
末
な
事
柄
で
す
。
基
本

的
に
は
、
時
間
管
理
に
ル
ー
ズ
な
営
業

社
員
（
毎
日
、
直
行
。
直
帰
）
と
会
社

間
の
感
情
の
こ
じ
れ
が
原
因
で
す
。

し
か
し
、
会
社
は
こ
と
さ
ら
些
細
な

規
則
違
反
を
洗
い
出
し
、
普
通
解
雇
を

正
当
化
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
明
白
に
就
業
規
則
の
文
言
に
違
反

し
て
い
る
と
い
え
る
事
実
は
、
社
有
市

の
問
題
の
み
で
し
た
。
従
業
員
本
人
と

会
社
は
、
「
貸
与
さ
れ
た
社
有
車
を
ｆ

供
の
保
育
園
へ
の
送
迎
に
使
用
し
て
い

た
」
こ
と
を
、
争
い
の
な
い
事
実
と
し

て
認
め
て
い
ま
す
。

束
の
私
的
利
用
に
関
連
し
て
、
「
ガ

ソ
リ
ン
代
の
不
正
申
告
一
の
問
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
は
言
を
左
右

に
し
て
、
事
実
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

裁
判
所
も
、
証
拠
不
十
分
で
も
あ
り
、

取
り
上
げ
る
に
値
し
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。

さ
て
、
核
心
の
「
社
有
車
を
送
迎
に

使
用
し
た
」
の
は
、
解
雇
処
分
に
値
す

る
事
実
か
否
か
と
い
う
問
題
で
す
。
判

決
文
で
は
、
「
会
社
の
許
可
を
得
な
い

従
業
員
の
行
為
に
対
し
て
は
、
注
意
を

す
れ
ば
足
り
る
と
こ
ろ
、
就
業
規
則
に

違
反
す
る
か
ら
社
有
車
を
保
育
園
の
送

迎
に
使
用
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ
う
仁

と
直
接
注
意
を
し
た
躯
実
を
認
め
る
証

拠
は
な
い
。
会
社
か
ら
の
度
々
の
注
意

を
受
け
、
そ
れ
を
無
視
し
て
い
た
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
直
ち
に
会

社
の
秩
序
。
風
紀
を
乱
す
と
ま
で
は
認

め
ら
れ
な
い
一
と
述
べ
て
い
ま
す
。
結

論
的
に
は
、
「
こ
の
よ
う
な
些
細
な
こ

と
を
も
っ
て
解
雇
す
る
の
は
、
（
略
）

権
利
の
濫
用
と
し
て
無
効
で
あ
る
」
と

判
示
さ
れ
ま
し
た
。

自
賠
黄
法
の
運
行
供
用
者
責
任
（
第

３
条
）
が
あ
る
の
で
、
会
社
は
社
有
市

の
私
的
利
用
に
は
一
定
の
制
限
を
課
す

べ
き
で
す
。
し
か
し
、
父
子
家
庭
の
幼

児
の
送
り
迎
え
に
ま
で
目
く
じ
ら
を
立

て
、
解
雇
す
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
、

社
会
通
念
と
相
当
な
処
分
と
は
い
え
な

い
で
し
ょ
う
。

甲Ｔ

府

軍地社

2ﾘ方
１裁事

珊判
迭所件
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賃金構造基本統計調査

年
齢
間
配
分
を
考
え
る
際
、
ポ
イ
ン

ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
第
１
は
、
自
社

内
の
整
合
性
の
確
認
で
す
。
グ
ラ
フ
の

縦
軸
を
賃
金
水
準
、
横
軸
を
年
齢
と
し

て
、
個
別
社
員
の
賃
金
。
年
齢
を
プ
ロ
ッ

ト
し
て
（
点
で
示
し
て
）
い
き
ま
す
。

各
点
を
つ
な
げ
た
結
果
、
滑
ら
か
な

１
つ
の
曲
線
に
近
づ
け
ば
、
問
題
は
少

な
い
と
い
え
ま
す
。
デ
コ
ポ
コ
な
ら
、

そ
れ
な
り
に
皿
川
を
探
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

次
に
、
世
間
川
場
と
の
関
係
も
考
え

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
社
の
賃
金

カ
ー
ブ
が
滑
ら
か
な
曲
線
を
描
い
て
い

て
も
、
世
間
相
場
に
合
致
し
な
い
と
き

は
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
検
討
す
べ
き
で 個
別
従
業
員
の
賃
上
げ
額
を
決
め
る
際
、
年

齢
・
世
代
間
の
公
平
性
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
「
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
」
は
、
年
齢
別
の
賃
金
カ
ー
ブ
を
示
す

最
良
の
資
料
で
す
。
平
成
、
年
調
査
（
概
況
）
に

よ
る
と
、
男
性
の
場
合
、
印
～
別
歳
層
の
賃
金

水
準
は
、
～
叫
歳
層
の
２
．
，
倍
で
し
た
。

の
カ
ー
ブ
よ
り
上
に
位
樋
し
て
）
い
て
、

芳
年
の
貸
金
は
逆
に
川
場
を
下
川
っ
て

い
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
衝
金
政

定
を
実
施
す
る
際
に
は
、
若
手
に
坪
め

の
配
分
を
し
て
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
ゆ
が

み
を
是
正
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

す
。た
と
え
ば
、
古
参
の
従
業
員
の
賃
金

は
世
間
相
場
を
上
回
っ
て
（
世
間
相
場

賃
金
カ
ー
ブ
の
世
間
相
場

年
代
間
配
分
弩
え
る
資
料

ピ２４層のし２０
１歳で男でてリ
ク層、性、年２４
１まの：格の比齢歳
４５２差場較間）Ｆｉ
ｌｏの合に‘略の
４９０７指、ＩｊＥ差貨
歳倍;標ピ利を金
で￣は１で数水

鑿手：：丈|【鑿
の。７５０し１
指女へＩてＯ
標性２０５４い０
１まの１歳ると

厚
生
労
働
省
の
「
賃
金
構
造
統
計
基

本
調
査
‐
｜
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

「
構
造
」
の
分
析
を
主
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
年
齢
・
性
別
・
地
域
（
都
道
府

県
）
・
職
種
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か

ら
Ⅱ
本
の
賃
金
継
造
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
収
集
し
て
い
ま
す
。

本
棚
で
は
、
平
成
皿
年
分
調
盃
（
概

況
）
か
ら
、
年
齢
・
性
別
・
学
歴
等
に

関
す
る
部
分
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
男
女
別
に
年
齢
階
級
別
の
賃

金
水
準
を
示
し
た
の
が
、
表
１
で
す
。

くたいがを勾がではは金がと分１Ｗどイ！;１きのと１

息喜繩ｌｉＬ聖i《ｉｋ雫；デ春議盗糊皐支墨謡等蓑璽；
もた対’１１０のｉｆほ゜５９８クでを対まツ齢２Ｉｉｉｌ［年。を性で
し問水イ:１１と賀金どり１歳・はすク象す卜１『'１．へ端一とす
れ題準場し金が、然で高５０･ロを゜のが１列減目女。
ま点にとて水」ニピの、専１大ス男対優％性率瞭性こ
せがよ比格準ケ1Ｌ１こ格。５４学さ性象過一のを然のう

'k蓑昆二義賀：【舗葵鑿夫￥纒騎毘誉：宗藤そ
び鮫み｛ｌｌＩｉ２０い向が標卒、学集つつ、較、場す別数
上とてをｌきからはの格院計てたどすＩｉｉ合こ賃値
がはく川２４まつ、２ピ差卒し、ののるイ１２、と金化
つ、だい歳すて学０１指のた学か年と比年が橘す
てまさな届。急歴４ク標賃の歴が齢、マ齢で造る
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賃金構造基本統計調査

表１性、年齢階級別賃金

ＩＤ’'1２ 女牲
.~－－－－－－－－－－－￣-1￣￣－－￣-------￣Ｔ--~~￣￣--￣￣￣￣￣~￣￣

＝-．一一一一一一一一一一一一ローーローー

￣￣￣￣￣￣￣￣Ｔ￣￣￣－．－￣￣￣￣￣￣

Ｉ年齢
対iii(1&’階級間

蝋鰄鑪｜：瀞（%）
１歳=100）

年齢

蝋｜鰯（%）
’歳=100）

年齢階級 賃金
(下円）

ｉｆ余
(ＴＩＪＩ）

年齢計 １６４ 228.0 0.83２６８ －２」 1２０

20～２４歳 1９９７ －２．３ 100 189.8 -０５ 100

25～2９ 237-8 -21 119 21.1」 -０－１ 1１３

30～3３１ 2８０１ -２２ 1４０ 2３０３ -02 １２１

322（

１
１

，
ｔ

０
Ｊ’２ 1６１ 245-4 ０．５３５～3９ 1２９

248s４０～4４ 3７４４ －２．７ 1８７ －１２ ]３１

45～4９ 406.2 －１９ HOK 2５００ ２６ 132

50～5４ 4１２４ -２２ 207 245.2 ２０ 1２９

193５５～５９ 3８５５ -２４ 233」 1９ 1羽

６０～６４ 288-Ｒ 0２ 1４５ 2033 ２３ 1０７

65～6９ 254-3 -0.2 127 2０１８ 8Ｍ 106

平均年齢(蟻） 4２０ ３９．J１

勤続年数(fｌ２１ 1２８ ３６

注：年齢計には、上掲の年齢階級に限らず、すべての年齢の者を含む。以１，Ｍじ

表２学歴、年齢階級別賃金（男性〕
』

大学･大学|塊卒 高専･願人卒尚佼卒
一一一一一一一一一r--------T---------￣－－－－－－－－丁－－－－－－－－－Ｆ－－－－－－－－

｝年齢｜イ1冒齢
一一一一一一一一Ｔ￣￣￣￣￣￣￣￣￣「￣￣￣￣￣￣￣￣

Ｉ（１２１齢

,粥|辮隣 鞘|聯|(鶴,識州漿…
’対前年｜階級llH

（%）（20～2４

年齢階級

歳=100） 鮫=100） 蟻＝100）

年齢計 3９６７１-０７１１８３ 2９５９－３５１１５２ 287.2-３３１１５１

20～24歳 2１７１１－２６１１００ 1９５．２－１４１ｌ０Ｃ １９００」－２３１１００

２５～２９ 2５５－７１－Ｌ６１１１８ 226.1-3-0Ｉ１１６ 2２１６－Ｌ９１１１７

３０～3Ｊ Fｌｌ２９１－１８１１４Ｊ 265.7－３－１１１３６ 254.3－２．６１１３４

35～3９ 3７５６１－３－３１１７３ 3081-５２１１５８ ２８４７｝－３０１１５(］

40～型 461.4［－１０１２１３ 3５１８，－５－８１ｌ８Ｃ 3１１２１－４－５１１６４

45～４９ 503］’－０－８１２３２ 382.51＝L６Ｉ１９６ 337.41－３．２１１７８

５０～５４ 5１６５’－２９１２３８ 3９２３１－６５１２０１ 3４９－８１－３３１１８２１

55～5９ 5１５．２，－１８’２３７ 3981’－７－４１２０;’ 342-71－３８１１８０

６０～６４ 432.41４．２１９９ 29891－３４１５３ 24891－３．４１１３］

65～6９ 44661４０２０６ 269.51１７．８１３８ 2１５２１－４２１I１Ｒ

平均年齢(〕擬） 408 3７４ 4２９

勤続年数(年】 1２３ 1０５ 1３４

年齢階級

~－－－－－－－－－－－１~￣

賃金
(下円）

男’'1２
~￣￣－－－--1.丁－－￣￣￣~~~~~~￣.。....~~~

年齢

対iiii(1： 階級間

琳減噸｜賃金格差
(%） (20～2４

１歳=100）

女性
--￣￣￣---￣~~--■P￣戸ローD■-■■■￣■

1r金
(ＴＩﾘ）

Ｔ￣

対liij年
増減率

(%）

年|鵬
ﾙﾄﾞ級119
1K余絡鐘
(20～2４

歳=100）

年齢1;１．

２０～２４歳

25～29

30～3:1

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～6９

平均年齢(嬢）

勤続年数(fI2）

４
０

６
０
１
１

１２
３２

９１
０
１
７
３

４
６
８
０

１
１
１
２

７０
３
５
７

９
４
２

１
１
１

１
２
６
７
９
２
４
２
２

２
訟
割
弘
引
宅
宅
０
０

一
一

一
一

一一戸
Ｂ
Ｆ
８
１
Ｄ
４
２
４
５
８
８
ｌ
０
８

６
９
【
Ｉ
０
２
４
６
２
５
８
４
－
２
２

卵
旧
羽
犯
誕
師
如
虹
犯
犯
筋
－
４
１

０
０
３
１
９
１
２
９

２
０
１
２
２
３
３
２

１
１
１
１
１
１
１
１

８
５
Ｊ
・
２
５
２

０
０
０
０
０
１

６
□

２

ｑ
Ｊ
庁
Ｉ
ハ
腕
Ｕ

ワ
ニ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｍ
Ｕ

１
１
１

０
９
３
４。

０
８
１
３
４
８
０
２
４
３
８
－
４
６

■
Ｇ
●
●
●
●
●
■
■
●
・
’
八
四
郭
』
（
〉
（
）

犯
明
皿
釦
妬
岨
帥
妬
鋼
旧
Ⅲ
’
３

２
１
２
９
］
２
２
２
２
２
２
２

年齢階級

大学･人学院卒
--￣－－￣~．~~.￣~~~｢.￣~~￣￣~~－－－－F－－－－￣---￣

｜年齢

,輪,|辮隣
Ｉ機=100）

高専･願人卒
■。。￣．･･･￣￣--.．￣￣・「￣￣￣－－￣－￣--句Ｔ-－－－－－－－－

賃金
(千円）

｜年齢
｜対前年ｉ階級間

i増減率｜贋金格差
！（96）Ｉ（20～2４

１歳=100）

Ｉ蔚佼卒
－－－－－－－－－Ｔ---~-----Ｆ－－－－－~~￣￣

｜年齢
’対iij年｜階級ｌｌＨ

ｉ輔輔鰄率'1金絡差
（%）（20～２４

１歳=10()）

年齢計

20～24歳

25～29

30～34

35～39

40～必

45～49

50～54

55～59

60～64

65～6９

平均年齢(歳）

勤続年数(年）

戸

？
】

’
０

戸
、
凸

３

０
６
６
８
０

０
ｌ
３
ｌ
０
８

１
１
１
１
１

６
１
４
３

９
０
０
５

１
２
２
－

、
『
Ｕ
ｌ

０
１
２
８
６
－
０
４
４
８

瓠
８
８
つ
司
引
も

７１■
９
？
〕
１
７
１
８
５
３
１
９
－
０
－
４
５

■
●
■
●
ウ
Ｏ
Ｓ
◆
。
■
●
ロ
●
Ｇ

５
５
６
戸
０
８
１
２
２
８
８
９
’
７
０

９
９
２
６
０
’
０
８
９
９
９
６
’
３
１

２
１
２
２
３
３
３
３
３
２
２
’

１
０
７
４

５
０
１
３

１
１
１
１

０
４
５
６
８
４
０

７
８
８

１
１
１

１３
３１１

３
３
９
６
０
戸
、
２
３
８
４
２

毛
毛
列
２
割
引
恐
恐
も
弔
剣

り
凸
ｎ
Ｕ
⑩
０
ｎ
ｏ
行
Ｉ
ｑ
色
Ⅱ
五
Ｑ
Ｕ
庁
Ｉ
ヘ
リ
勺
△

●
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
●
●
□

７
０
１
４
４
１
７
９
２
８
’
０

８
９
２
－
０
８
１
３
４
４
４
１

２
１
２
２
９
］
３
３
３
３
２
２ 戸

９
４

２
３

４
－
１
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鍵 実護;相談

改
脈
労
雄
法
は
実
務
的
な
内
容
で
、

細
部
ま
で
キ
チ
ン
と
理
解
す
る
の
は
思

い
の
ほ
か
大
変
で
す
。
し
か
し
、
項
Ⅱ

と
し
て
は
、
次
の
３
点
に
絞
ら
れ
ま
す
。

４
月
施
行
に
合
わ
せ
、
妓
終
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
特
別
条
項
発
動
時
の
割
増
賃
金
率
引

上
げ
（
努
力
義
務
）

②
長
時
間
労
働
時
の
割
増
賃
金
率
引
上

ｑ一摸川Ⅲ牌Ⅶ酬珊舳州
後
半
か
ら
、
改
服
労
推
法
関
係
の
セ

ミ
ナ
ー
が
目
白
押
し
で
し
た
。
し
か

し
、
当
社
は
中
小
企
業
な
の
で
、
５

割
の
割
増
賃
金
の
適
用
は
猶
予
さ
れ

当
社
は
中
小
企
業
な
の
で
改

正
労
基
法
に
よ
る
直
接
の
影

響
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が

エ
ス
ケ
ー
プ
条
項
結
ぶ
際
は
注
意

げ
（
強
制
義
務
、
た
だ
し
、
中
小
企

業
は
通
川
獺
７
）

③
時
間
剛
位
の
年
次
付
給
休
暇
付
〃

（
協
定
を
締
結
す
る
か
否
か
は
労
使

の
、
川
）

①
は
努
力
義
務
、
②
は
中
小
企
業
の

場
合
、
適
用
猶
予
、
③
は
締
結
す
る
か

否
か
自
由
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

「
中
小
企
業
に
限
っ
て
は
、
旧
来
の
化

ま
す
。
時
間
噸
化
年
休
に
関
す
る
協

定
締
結
も
、
鞠
耐
見
送
る
つ
も
り
で

す
。当
社
の
場
合
、
実
質
的
に
法
改
正

の
影
響
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

適用猶予

組
み
を
改
め
な
く
て
も
、
法
違
反
は
生

じ
な
い
」
と
即
断
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
実
は
①
の
改
正
の
中
に
も
、

強
制
適
川
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。

特
別
条
項
（
エ
ス
ケ
ー
プ
条
項
）
を

発
動
す
る
際
、
「
割
増
貨
金
率
は
２
判

５
分
を
超
え
る
率
と
す
る
。
か
つ
、
時

間
外
労
働
を
で
き
る
限
り
短
く
す
る
」

と
い
う
規
定
は
努
力
義
務
で
す
。
し
か

し
、
「
特
別
条
項
付
の
時
間
外
・
休
日

（
調
）
協
定
を
結
ぶ
際
に
は
、
月
妬
時

間
等
の
限
度
時
間
を
超
え
る
場
合
の
割

増
賃
金
率
を
定
め
る
」
と
い
う
部
分
は

「
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
文
言

が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
条
項
を
付
け
な
い
中
小
企
業
は
、

も
ち
ろ
ん
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
「
特
別
条
項
あ
り
」
の
場
合
、
た

と
え
、
制
増
率
を
２
割
５
分
贈
し
の
ま

ま
で
据
え
股
く
（
努
刀
我
務
は
考
腫
し

な
い
）
と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
率

を
妬
協
定
中
に
明
記
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
Ｑ
＆
Ａ
で
は
、

「
本
規
定
の
改
正
は
中
小
企
業
に
も
適

用
さ
れ
る
た
め
、
特
別
条
項
付
粥
協
定

を
結
ぶ
際
に
は
割
増
賃
金
率
の
定
め
が

必
要
と
な
る
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
で
は
、
「
協
定
の
締
結
時
期

と
今
川
改
庇
の
適
用
」
に
つ
い
て
も
触

れ
て
い
ま
す
。
「
改
正
法
は
、
平
成
型

年
４
川
ｌ
Ⅱ
以
降
に
協
定
を
締
結
ま
た

は
史
新
し
た
場
合
に
適
川
さ
れ
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
、
掠
年
６
川

に
鋼
協
定
を
改
正
・
更
新
す
る
会
社
で

は
、
４
．
５
月
は
旧
協
定
の
ま
ま
で
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
前
倒
し
で
「
限

度
時
間
を
超
え
る
場
合
の
割
増
賃
金
率
」

を
記
載
し
、
労
基
署
に
届
け
出
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
と
同
じ
時
期

に
改
正
手
続
き
を
実
施
し
、
届
出
を
す

れ
ば
足
り
ま
す
。

平
成
犯
年
の
３
川
中
に
、
す
で
に
平

成
躯
年
度
分
の
更
新
を
済
ま
せ
て
い
る

会
祉
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
、
改
版
法
の
適
川
は
次
の
史
新
時
期

か
ら
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｑ
＆
Ａ

で
は
、
「
（
前
広
の
対
応
で
）
今
回
の

改
正
に
適
合
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
望
ま
し
い
も
の
で
す
」
と
注

意
書
き
を
加
え
て
い
ま
す
。
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灘実務相談

家
族
の
地
位
・
職
業
等
は
、
従
業
員

の
個
人
情
報
の
中
で
も
、
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
（
機
微
に
触
れ
る
）
部
類
に
含
ま

れ
ま
す
。
採
川
時
に
つ
い
て
は
、
「
家

族
の
職
業
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
は
、

応
募
者
の
適
性
・
能
力
に
関
係
の
な
い

事
柄
を
採
用
基
準
と
す
る
こ
と
と
な
り
、

不
適
切
」
で
あ
る
た
め
、
企
業
が
実
施

し
な
い
よ
う
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が
指
導

し
て
い
ま
す
。

一回一体洲舳Ⅲ鮒川幟輔憎樫
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
経
由
で
秘
密

が
漏
れ
る
お
そ
れ
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
「
家
族
が
ど
こ
の
会
社
に
勤
め

営
業
秘
密
守
る
た
め
従
業
員

家
族
の
就
職
先
を
申
告
さ
せ

た
い
が
可
能
か

秘
密
保
持
措
置
の
強
化
で
対
応
を

て
い
る
か
」
、
も
っ
と
正
確
に
い
え

ば
、
「
同
業
他
社
に
勤
め
て
い
な
い

か
」
、
従
業
員
に
申
告
さ
せ
る
の
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
「
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
に
淵
た
っ
て
、
そ
の
利

用
の
目
的
を
で
き
る
限
り
特
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
喧
条
）
と
定
め
て

い
ま
す
。
一
般
に
利
用
目
的
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
は
「
家
族
手
当
等
の
決
定
、

社
会
保
険
関
係
、
災
害
補
償
、
育
児
・

介
護
休
業
法
の
適
用
」
な
ど
で
し
ょ
う
。

手
当
の
巾
請
等
の
場
合
、
必
要
緋
類

の
提
出
を
求
め
ま
す
が
、
「
住
民
票
等 個人情報の保護

の
写
し
は
、
画
一
的
に
提
出
を
求
め
な

い
よ
う
に
し
、
そ
れ
が
必
要
に
な
っ
た

時
点
（
た
と
え
ば
、
慶
弔
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
、
そ
の
事
実

の
確
認
を
要
す
る
と
き
等
）
で
、
そ
の

使
用
目
的
を
十
分
に
説
明
の
上
提
示
を

求
め
、
確
認
後
速
や
か
に
本
人
に
返
却

す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
」
（
平
９
．
２
．

皿
基
発
第
１
０
５
号
）
と
い
う
解
釈
例

規
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

機
密
保
持
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分

が
あ
れ
ば
、
会
社
が
家
族
の
職
業
等
に

川
を
は
さ
む
正
当
な
理
由
と
な
る
で
し
よ

死
亡
」
等
の
保
険
輌
故
を
補
償
し
ま
文
ｆ
、
「
業
務
ｆ
の
傷
病
」
等
と
は

▽
業
務
上
災
害
△

に
よ
る
労
働
者
の
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
か
し
、
労
基
法
第
乃
条
等
に
も
、
法

労
災
保
険
で
は
、
「
業
務
上
の
事
由
と
同
ご
と
解
説
し
て
い
ま
す
。
し

施
行
規
則
上
に
、
者
が
労
働
関
係
に
あ
る
こ
と
を
前
提

労
災
保
険
法
・

実
務
（
労
災
認
定
）
上
は
、
労
働

す
。
し
か
し
、

何
か
と
い
う
定
義
が
存
在
し
ま
せ
ん
。

義
は
置
か
れ
て
因
性
が
あ
る
）
と
き
に
、
業
務
上
の

疾
病
」
等
の
定
定
の
因
果
関
係
が
存
す
る
（
業
務
起

川
に
よ
る
負
傷
、
が
あ
り
）
、
業
務
と
傷
病
の
間
に

「
業
務
上
の
禰
に
傷
病
等
が
発
生
し
（
業
務
遂
行
性

い
ま
せ
ん
。

う
か
。
夫
が
同
業
他
社
に
勤
め
て
い
る

と
い
う
理
由
で
、
妻
を
試
用
期
間
中
に

解
一
展
し
た
判
例
が
存
在
し
ま
す
（
ケ
イ

ズ
事
件
、
大
阪
地
判
平
岻
・
３
．
ｕ
）
。

判
決
文
で
は
、
「
仮
に
秘
密
が
漏
洩
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
秘
密

保
持
の
た
め
の
適
宜
の
措
潰
を
取
れ
ば

い
い
の
で
あ
っ
て
、
解
雇
の
合
理
的
理

由
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
貴
社
で
も
機
密
保
持
対
策
（
誓

約
書
の
提
出
等
）
を
強
化
す
る
の
が
本

筋
で
、
家
族
情
報
の
提
出
強
要
は
避
け

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

陸
「
労
基
法
第
祀
条
の
「
業
務
上
」

傷
病
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

労
災
保
険
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
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有
期
契
約
の
更
新
回
数
。
可
能
期
間

を
制
限
し
た
ら
ど
う
か
１
１
厚
生
労
働

省
設
置
の
「
有
期
労
働
契
約
研
究
会

（
座
長
。
鎌
田
耕
一
東
洋
大
学
教
授
と

で
は
、
こ
ん
な
議
論
も
俎
上
に
上
っ
て

い
ま
す
。
同
研
究
会
の
「
中
間
と
り
ま

と
め
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

｜
‐
非
正
規
切
り
」
等
の
現
象
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
有
期
契
約
労
働
者
の

一
雇
用
の
不
安
定
さ
。
待
遇
の
低
さ
等
が

問
題
視
さ
れ
る
中
、
同
研
究
会
で
は
、

公
正
な
ル
ー
ル
設
定
に
向
け
、
幅
広
い

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
項
目
を
挙
げ

る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
有
期
契
約
の
範
囲
、
勤
続
年
数
等
の

上
限
、
契
約
の
更
新
・
雇
止
め

②
労
働
条
件
明
示
等

③
有
期
契
約
の
終
了
（
雇
止
め
）

④
均
衡
待
遇
、
正
社
員
へ
の
転
換

⑤
１
回
の
契
約
期
間
の
上
限

労
基
法
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
有
期

契
約
の
締
結
、
更
新
及
び
雇
止
め
に
関

す
る
基
準
（
告
示
）
」
、
労
働
契
約
法
、

契
約
回
数
の
制
一
限
鑑
一
検
討

厚
労
脅
の
藏
期
契
紺
研
究
会

厚
生
労
働
省
で
は
、
業
務
上
疾
病
の

範
囲
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
中
に
、
疾
病
の
類
型
を
追
加
す
る

等
の
改
定
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
増
え
た
の
は
、
①
過
重
負
荷

に
よ
る
脳
。
心
臓
疾
患
、
②
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
、
③
石
綿
に
よ
る

び
ま
ん
性
肥
厚
・
良
性
石
綿
胸
水
な
ど
、

５
種
類
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
上
肢
障
害

（
頚
一
肩
腕
症
候
群
な
ど
）
の
定
義
見
直

し
、
伝
染
性
疾
患
の
対
象
業
務
の
追
加

（
介
護
業
務
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
労
働
法
な
ど
、
改
正
の
対
象
と

し
て
想
定
さ
れ
る
法
律
等
も
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

本
欄
で
は
、
①
と
③
の
中
か
ら
、
事

業
主
に
と
っ
て
気
に
な
る
（
不
安
に
な

る
？
）
項
目
を
選
ん
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
①
関
連
で
は
、
諸
外
国
（
英
仏

韓
な
ど
）
で
有
期
契
約
の
回
数
・
上
限「過労死」等疾病名を追加］鮖雛讃選蜥纒）

業
務
一
鑿
・
災
害
の
範
囲
見
直
し
一

〉
ノ

①
は
い
わ
ゆ
る
「
過
労
死
」
、
②
は
「
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
心
理
障
害
」
で
す
。
こ
れ

ま
で
も
労
災
認
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

す
が
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
「
疾
病
名
を
追
加

す
る
」
等
の
措
置
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
基
本
前
提
と
し
て
、
業
務
上

災
害
の
種
類
は
労
災
保
険
法
で
は
な
く
、

労
基
則
第
妬
条
（
別
表
第
１
の
２
）
に

列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
凹
の
範
囲
見

直
し
は
、
形
式
的
に
は
別
表
第
１
の
２

の
改
定
に
な
り
ま
す
。

別
表
第
１
の
２
で
は
、
大
き
く
分
け

規
制
が
規
定
さ
れ
て
い
る
現
実
を
踏
ま

え
、
日
本
で
の
法
制
化
の
可
能
性
に
言

及
し
て
い
ま
す
。

巷
で
は
、
一
犀
止
め
紛
争
の
回
避
の
た

め
、
契
約
の
長
期
化
を
恐
れ
る
と
い
っ

た
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。
報
告
書
で
は
、

「
回
数
・
期
間
制
限
の
明
示
は
、
基
準

と
し
て
一
義
的
で
明
確
で
あ
り
、
紛
争

の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
。
回
数
の
制

限
は
、
労
使
双
方
に
と
っ
て
１
Ｍ
の
契

約
期
間
を
で
き
る
限
り
長
く
す
る
と
い

想
定
さ
れ
る
す
べ
て
の
疾
病
を
網
羅
す
る

の
は
現
実
的
に
は
不
可
能
で
す
。
た
と

え
ば
、
「
過
労
死
」
は
、
こ
れ
ま
で
第
９

号
「
そ
の
他
業
務
に
起
因
す
る
こ
と
の
明

ら
か
な
疾
病
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
れ
を
施
行
規
則
（
表
）

上
に
明
記
す
る
作
業
を
実
施
す
る
も
の

で
、
基
本
的
に
「
業
務
上
」
の
範
囲
が

広
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
業
務
や
疾
病
名
が
特
定
化
さ
れ
る

こ
と
で
、
申
請
。
認
定
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
」
等
の
メ

リ
ッ
ト
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

③
関
連
で
は
、
｜
展
止
め
ル
ー
ル
の
強

化
を
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

「
雇
止
め
の
予
告
（
解
雇
予
告
と
は
異

な
り
ま
す
）
」
は
現
在
、
前
掲
告
示
で

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
法
規

定
に
格
上
げ
す
る
、
ま
た
は
「
契
約
終

了
手
当
」
等
を
創
設
す
る
等
の
案
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。


